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  GPA特集 第4弾  

 

（目的等） 

 GPA制度を、形だけのものを導入するのではなく、本学学生と教職員にとって意義のあるものとして導入する

ことを目指す。GPA制度の根幹は、学生にとっては「成績をどう取るか」であり、教職員にとっては「成績をど

う付けるか」である。学生に対し、成績は学生個人の行動の結果であるとして認識させることにより、授業は責任

感を涵養する場と認識させる。また成績評価の尺度を授業目標への達成度とすることで、成功体験を積み重ねる場

と位置づけ、同時に個々の授業での目標達成をカリキュラムの教育目標、つまり学位授与の方針（DP）に結びつ

ける。 

関係する中期計画：「学士課程において成績評価分布の公表により成績評価の厳格化を 

         進めるとともに、その上でGPA制度等の活用を図る」 

関係するMethod：赤羽Method 2「教育の質保証の推進」、小池Method 2「GPA制 

         度の導入による大学教育の質保証・向上に係る施策の企画」 

 

（平成24年度の計画） 

①GPA制度は、日本から見ると日本限定タイプの国内標準と、北米タイプの世界標準の２方式に分けられる。

平成24年度は双方のいい点・悪い点を十分に理解した上で大学が意思決定できるよう、先行大学の状況など

の調査研究とGPA制度に関するFDに努める。 

②学生が納得でき大学として教育目標への到達度の指標となるような成績評価の仕方とシラバスの書き方に関す

るFDを展開する。 

③GPA制度に関するシミュレーションを実施する。 

 

（平成25年度以降の計画） 

①GPAに関するシミュレーションを踏まえ、平成25年度に大学として意思決定する。 

 ②GPA制度を支える様々な補助制度（学習相談制度等）を整備した上で、「成績」というキーワードを中心に

GPA制度を学生の人間力向上の手段とする（＝自信を持って楽しく学ぶ、責任感があり賢い学生を育てる）。 

文部科学省の認識 

●●●GPA制度についての全学的な検討のために●●●  
 今回で４回連続GPAのお話となります。今回は、高等教育研究センターのいわゆる☆☆☆計画（部局重点事業計画）

のうち、GPAを対象としているものをご紹介し、それを解説していきます。当センターは、本年度の事業計画ヒアリングで

「GPA制度の導入については、各学部に様々な意見があり、大変苦労していると思うが、今まで以上に高等教育研究

センターが中心となって、検討を行うとともに各学部と調整することで、本学にとって意義のあるGPA制度となることを期

待する。」という指摘をいただいております。この計画は、その指摘を受け、GPA制度について大学が意思決定するため

に必要な準備を行うことを目的に立てたものです。  

 「成績をどう取るか」とは、ここでは「どういうテ

クニックを使ってよい成績を取るか」というようなこ

とは全く意図しておりません。まず、授業の成績は自

分が授業目標に対し何をしたか、何を積み上げていっ

たかの結果である、ということを学生にしっかり分か

らせます。そのためには、一年次の授業で、「授業の

成績は授業目標への到達度で測られる」ということを

 計画のタイトル「本学にとって意義のあるGPA制度

を構築する」は、冒頭に紹介した事業計画ヒアリング

の指摘「本学にとって意義のあるGPA制度となること

を期待する」に対し、この計画がそれに直接応えるも

のであることを示しています。 

☆☆☆計画の解説 

☆☆☆計画「本学にとって意義のあるGPA制度を構築する」 
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  平成23年度第9回FDショートセミナー「シラバスの書き方」を開催しました 

FD（主にピアによる授業改善）活動担当です。全学教育機構所属で、センター業務は兼務しています。ドイ

ツ語の授業改善活動からこの道(?)に入りました。信大を卒業しているので、学生や教育への思い入れが強

すぎるかもしれません（^_^;) 同じ学生を前にしているみなさんにも力をお借りして、もっと先へ進んでいけた

ら、と思っています。            （准教授 松岡幸司）  ドイツのカルプにて、ヘッセと共に⇒ 

                                          

▼参加者の声（当日のアンケートから抜粋）● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

・自分のシラバスの問題点を知ることが出来たので参考になりました。 

・形式的にではなく、学生が具体的に授業に取り組むシラバスのあり方を考える機会となった。 

・「評価の新しい考え方」は、今まで考えたことがなく、学生の行動を引き出すために、取り入れ

てみたい。 

・シラバスの意見交換はやったことがないので、結構面白かったです。「書けることは明記する」

よう心がけたいです。 

 
 高等教育研究センターウェブサイトをご活用ください！ 

ますが、日本では「合格基準には達していないが単位

は与え、GP＝1.0とする」というD評価がないため、

日本の大学のGPA値は一貫して北米の大学のGPA値よ

り１点低くなる、という問題が生じています。 

 一方、北米で行われているGPAは、そのD評価があ

るだけでなく、卒業判定基準や退学勧告の根拠として

使われますし、またGPA値が低い学生に対するサポー

トやGPA値が高い学生の表彰制度もGPAの一部として

制度化されています。 

このように、同じ「GPA」という名称ではあって

も、日本の大学でのものと北米のものとはかなり違っ

ているという現実があります。特に、北米のGPA制度

は、それに関連する諸制度すべてひっくるめてワン

セットであり、そのためそのうちの一部だけを導入す

ることは危険なのではないだろうかということを懸念

しております。当センターでは、両者の違い、それぞ

れのいいところと悪いところをできるだけ正確にリス

ト化することで、それをしっかり踏まえて大学全体が

どのようなGPA制度を選択するか意思決定するための

準備をしたいと思います。 

お知らせ 

当日の資料

（スライド＋ワーク内容）を 

高等教育研究センター 

ウェブサイト内の

「ＦＤ活動報告」

に掲載しておりますので，

ぜひご覧ください。 

URLはこちら↓ 

http://www.shinshu-u.ac.jp/

institution/rche/ 

 

実際の成績を通して経験させていく必要があるでしょ

う。 

 「成績をどう付けるか」は、成績をどう付けるのかを

シラバスに書いておくことから始まります。その際、で

きれば「～を理解していれば合格」のように、合格／不

合格の基準をシラバスに書いておいて、その上で、小試

験や中間試験等で学生がその基準線より上に行きそうな

のかそうでないのかを学生が自分で判断できるよう、成

績の途中経過が自分でモニターできるようにしておくこ

とが望まれます。学生が成績の基準を理解しており、同

時に自分がその基準上でどこにいるのかが分かっている

時、信州大学の授業では「納得できる成績評価」が行わ

れており、それが行われていることが「本学にとって意

義のあるGPA」制度が機能している状態である、と当

センターは考えます。 

 次に、先の（平成24年度の計画）という部分の①を

ご覧ください。日本でも、多くの大学でGPAが導入さ

れています。しかし、少数の例外を除けば、日本で行わ

れているG(rade) P(oint) A(verage)は、まさにその名

の通り、成績評価の平均点を出すだけ、というものに

なっています。つまり、今までの成績評価に点を振り、

その平均値を出しますが、例えばそれを卒業判定に使う

ことはありません。詳細は今後のニューズレターに譲り

 昨年10月にリニューアルした高等教育研究センターのウェ

ブサイトでは、本センターからのお知らせだけではなく、他大

学・他機関から案内のあった高等教育関連のイベント情報を

掲載しています。トップページで閲覧できますので、ぜひご活

用ください。（http://www.shinshu-u.ac.jp/institution/rche/） 

 1月１７日（火）、平成23年度第9回FDショートセミナーを開催しました。今

回は「シラバスの書き方」をテーマとして、加藤善子准教授（高等教育研究セン

ター）がファシリテーターとなり、学生の「学び」を引き出すシラバスの構造に

ついてのレクチャーとワークを行いました。シラバスに盛り込む内容や、学生が

主体的な学習者として「成績に納得し、責任を持つ」成績評価について説明があ

り、参加者各自のシラバスを用いた実践的なワークが行われました。 

 当日は、松本キャンパス全学教育機構61番講義室をメイン会場として、各キャ

ンパスにSUNS配信を行いました。 
▲グループワークの様子（松本キャンパス） 


